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Geologyo｛Kyo㎞lProf㏄倣正e。（C㎝tinued）
松　　　下　　　　進
BySu目umuMATsU肥ITム
　　補　遣
　前號の記述中訂正すべき騒・前號で書き落したことや
前號原稿載筆霞に明かにされた事費について簡軍に記し
ておく。
　（a）河鹿郡物部村・加佐郡河東村域酉，上夜久野村に
至る間の由良川並びにその支流椥11流域の地質について
昨年來行われた中澤學士の硯究の成果の一部は弐號にお
いて製表される筈であるが，岡氏の研究の結果，前駿の
地質圃で表したよりも三麺紀暦の面積が廣くて，中・古
生暦が入りまじって複灘な構造をしていることが明かに
なった。また前翻こ加佐郡河西村公庄の合化石暦を河西
暦群と書いた狐それは公庁暦と名ずけられ，河西風群
とは国別される。
（b）丹後地機の花蝿岩中のベク’マタイトからは十余年
嗣の市郡五箇神大呂にお竹るフュルダソティトの譲毘
後（14X！5），田久保致浸（59〕と立川學士（6宮）によって一昨年
來，稀元素贋物が駿々と藪見された狐その主なものは
中郡三重村森本・三重・谷丙の褐簾石と中郡河邊村自1石
の新鋳物河邊石（稀土元素・鍾・ウラン・カルシウム等
のメタ建．駿家，である。
　（o）本年京都府天然ガス調査が行われ，それによって
京都盆地の地質について薪事責が判って來た。（棚）大阪府
茨木’千里山丘陵を標式地として大阪府平野周縁の丘陵
に襲達する大阪層群の鍵暦であるアズキ凝茨岩暦が東都
盆地の乙訓丘陵・八幡一E日趨丘陵の所謂富洪積暦中にも
見出され，京都盆地周織の所謂言渋穣暦は大妓暦群に外
ならないことが確認され，乙訓丘陵の大阪層群の粘土申
に前號で記した淡水貝化石・植物化石の外に，新たに彊
霞異化石・海蟹珪藻化石が見出された。ま．た黄葉丘陵の
大阪層群ば150m基底礫岩盾を以て古生暦を不整合に被
う300m以上の厚盾であって，南北方向に橘曲をし同
方向の断層で切られていることが明かにされ，八媛一田
邊丘陵の大阪層群中に八幡町の南方において背斜軸・向
斜軸が見出された。また地化學調査において深井（30m
以深｝のメタン分ス溶存量を測定し大結果，4％以ヒの
所が宇治郡東宇治町字治郷方面の沖積地にあって，南北
2km，東西O．5kmの，南北に延びた形をしていること
が麹められ，合ガス暦は大阪層群の下部にあるものと稚
気…さ十した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1950，】（28　　言己）
京都府 地質鏡　物文献 （松下達標）
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京都近傍の砥材及硯材（雛）
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丹後久美漬湘近の算盤玉石に就て（難）
比叡山下の花髄斑岩（難）
丹波國櫻天諌の甦青石假晶産地現状（難〕
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舞鶴炭田の所謂中生代地暦に就て
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京都附近地質案内
東山の地質（難）
丹後國熊野郡瀞野村産算盤玉石（1誰）
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丹波田倉山火山
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丹波綾部附近の基性深成岩に就いて
丹波斜長砦（夜久野斜長石・丹波夜久野閃線
岩類の成因の頼稿）
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し・て
丹波胡瞭郷附近の分水界の地貌
京都特木津湿泉
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大田正美
西尾蛙衣郷
村上政嗣
　　　　　地　　　學　　　　第　3　號
丹後國溝谷村莚の沸石
奥丹後地震（鰹）
丹後峰山地震に顯れたる起震源と起震線（上〕
（下）
奥丹後地震の際海岸の昇降蓮動
丹波質志鍾乳洞
花折勘暦の豫察
舞鶴附近の石族暦の時代鱗）
丹後低馬地方の駒形襲達史結論
奥丹後地震報告の一部（摘）
丹後地震とその地雲
丹後地震地の地形及地質
丹波國溝谷村産の茨十字沸石（離）
奥丹後牛島の駒形襲達史
丹後震災地調査報文
灘鰯腎町及欄村に於ける糠
丹鏡地震触方の地質構造に就て（饗報）
和和．二年の奥丹後地屋（地形的考察）英文
丹後犬地震調査報告
川の流路の麩露によって知り幅だる伊賀島ケ
原地塊運動
平衡曲線の研究によって知り樽たる木津州流
路の盤彊
丹後地屋の余震の立腺的配列より推定される
地塊の形状に就いて
京阪地方に於ける地塊の慢性的艶形言動につ
㌧・て
京阪地方に於ける昭和三年以後の地形盤動に
ついて
木津川に於ける侵蝕現象
宇治川に於ける侵蝕現象
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笠置山腰否定論
丹後地方の三角洲貴改測の結果から見た地塊
達動
昭和．二年丹後地産に閑職せる丹後地方の地殻
の盤膨に關する研究（英文）
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研究一
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學術研究報告6
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！巨研幸日　一日一2　（153～221），珊Iト3　（338
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手取統，特に臭化石構に就いて一（2）
京阪地方の地殻奥形に就いて
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ジュラ紀
本邦花樹岩のラヂウム含有量
含稀元素鑑物の研究　京都市修撃院産褐簾石
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（P㏄1imina町Repo誠）
亘椋池の湖岸興遷と干拓事業
京都府相築郡笠置村牽電気石に就て
山城固相築郡中和東村杣帥こ於ける電気石の
産状
近畿中部に於ける地質構造腺
丹後神谷産算盤玉石の孔に就て
京都府笠置村長嘆坊の電氣右
京都に於ける長適期の脈動
犬江山ニック．ル鑛床に就て
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京都府鏡物誌料
丹後國世屋村木子の植物化石に就て
京都桃山に於ける傾斜麩化
丹後地方の地殻蟹形研究補遺（英文）
淀川並に英支流に依る醐物質及溶解物質の
運搬作用に就いて
含稀元素鋼物の研究（第三靭
京都府中郡五箇村大呂産フ’エルグンy石
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